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＜タイトル＞

天然資源に依存しないウナギの生産に道を開く、世界初の「ウナギの完全養

殖」に成功！

＜当該研究成果のポイント＞

実験室生まれのウナギのオスとメスを成熟させて卵および精子を採取し、

人工授精したところ2010年3月27日にふ化仔魚を得た。この仔魚はその後も

順調に成長を続けている。これにより、これまで誰も成し遂げなかった「ウ

ナギの完全養殖」に成功した。

本研究は農林水産省委託プロジェクト研究「ウナギの種苗生産技術の開

発」で実施された。

＜期待される効果・今後の展開など＞

この成果により、天然資源に依存しないウナギの養殖技術への道が開かれ、

天然のウナギ資源の保護に役立つと共に、「鰻」という日本の食文化を守る

重要な技術となることが期待される。

今後は完全養殖を基礎技術として、国内のウナギ養殖に必要なシラスウナ

ギを生産しうる技術に高度化するため、

① 良質卵の安定大量生産技術の開発

② 大型実験水槽等を利用した量産のための飼育システムの開発

に取り組む。
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天然情報に基づく良質親魚の生産

ウナギの種苗生産技術の開発－H22までの主な成果

良質卵の安定確保のための催熟技術の開発

天然親魚の捕獲に成功 天然ウナギ天然ウナギ
の成熟特性の成熟特性
の解明の解明が大が大
きく進展きく進展//親親
魚養成技術魚養成技術
開発に貢献開発に貢献

環境を高度に制御した仔魚飼育に
より最適飼育条件の解明に挑戦！

変態期の天然幼生の分布域を発見
し、変態開始時の環境条件解明へ

ストレスを抑えた新たな
成熟誘起法を開発

卵質低下要
因を解明し、
良質卵を得る
技術を開発

水温や塩分
などの飼育
環境が仔魚
の形態異常
発生に関与
することを
解明！

良質親魚の供給

親魚の養
成環境に
より生殖腺
の初期発
達を誘導

量産のための飼育システムの開発

100L規模での飼育が可能に！

仔魚用飼料の改良を推進

種苗
生産技術
の向上

シラスウナギ

人工稚魚

レプトセファルス
人工親魚から始まる
ウナギの人工繁殖環

人工
親ウナギ

完全養殖

天然の情報に基づく仔魚の健全な生育条件

良質卵の
確保


